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当社は，平成 20 年 3 月より，「リサイクル燃料備蓄センター」の準備工事を進めており，現在のと

ころ，順調に進捗しております。 

工事の実施に際し，自主的に環 境 影 響 評 価 を実施することとし、環境調査計画立案の段階

から専門家や行政機関の助言を頂き、環境影響評価及び保全策等を報告書に取りまとめておりま

す。（平成 20 年 3 月取りまとめ） 

今回，平成 20 年度の「環境監視」結 果 について報告するとともに，併せて実施した環境保全へ

の取り組みについてご報告させて頂きます。 

 
 
 
 
 

１． 概 要  

表 １に示 すとおり、道 路 交 通 騒 音 ・道 路 交 通 振 動 ・水 質 ・陸 生 生 物 ・生

態 系 について工 事 中 の環 境 監 視 を実 施 しました。 

 

 

表１  環境監視項目 

区   分  工事中  供用開始後 

道路交通騒音 ○  －  

道路交通振動 ○  －  

水質  ○  －  

陸生生物 ○  ○  

生態系  ○  ○  

注 ）「リサイクル燃 料 備 蓄 センター建 設 に係 る環 境 影 響 評 価  

報 告 書 （概 要 ）について 平 成 20 年 ３月 」より抜 粋  

 

その結 果 、工 事 用 車 両 による騒 音 ・振 動 の影 響 、または土 砂 の流 出 によ

る河 川 の水 質 の変 化 は確 認 されませんでした。 

また、工 事 エリア周 辺 を踏 査 したところ、動 物 の生 息 基 盤 となる植 生 の変

化 も確 認 されませんでした。 

以 上 のことから、周 辺 環 境 への影 響 はほとんどないものと推 察 されまし

た。 

 

環境保全への取り組み

「環境監視」結果
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２． 項 目 別 の結 果  

（１）道 路 交 通 騒 音  

工 事 用 車 両 の主 要 な通 行 ルートにおける平 日 昼 間 の道 路 交 通 騒 音

レベルは、60～70 デシベルであり、騒 音 の影 響 はほとんどないことが確 認

されました（表 ２参 照 ）。 

 

（２）道 路 交 通 振 動  

工 事 用 車 両 の主 要 な通 行 ルートにおける平 日 昼 間 の道 路 交 通 振 動

レベルは、＜30（測 定 下 限 値 ）～36 デシベルであり、振 動 の影 響 はほとん

どないことが確 認 されました（表 ２参 照 ）。 

 

 

表２  交通量、騒音、振動の環境監視調査結果 

項目 
環境影響評価 

予測値 

環境監視 

測定値 
規準値等 

交通量： 

全体車両のうち

工事用車両の占

める割合（％）

0.6～2.7  

（国道 279 号） 

0.0～3.6 

（国道 279 号） 
― 

騒音（デシベル） 63～72 60～70 
70 以下（環境基準／適用されていない） 

75 以下（要請限度／適用されていない） 

振動（デシベル） 31～41 <30～36 70 以下（要請限度／適用されていない） 

注１） 環境基準とは、環境基本法で規定されており、人の健康を保護し、生活環境を保全するうえで維持されることが望

ましい環境上の条件について、具体的に設定された基準です。人の健康や生活環境を保全し、維持するための最低

限度としてではなく、国や自治体として維持されることが望ましい政策目標として、その確保を図っていこうとす

るものです。 

注２） 要請限度とは、騒音規制法、振動規制法に基づき定められた自動車から発生する騒音・振動の許容限度です。自動

車から発生する騒音・振動がこの許容限度を超え、道路周辺の生活環境が著しく損なわれていると認められる場合

は、市長村長が都道府県公安委員会に対して対策の要請を行なうことができるとされています。 

注３） 交通量、騒音、振動の予測値は、平日の昼間の値です。 

注４） 騒音、振動は、指定地域及び規制地域に該当しないことから、基準の適用外です。 

注５） 騒音の予測値が 70 デシベルを超えている地点は、１地点だけで 72 デシベルでした。この地点は対象事業実施区域

内に位置し、周辺には民家はなく、影響はほとんどないものと評価しております。 

 

 

（３）水 質  

工 事 中 の排 水 を放 流 している河 川 における浮 遊 物 質 量 は、工 事 エリ

アの上 流 側 、下 流 側 ともに、雨 が降 ると一 時 的 に高 濃 度 となりますが、通

常 は 10mg/ℓ 以 下 で推 移 しており、排 水 による影 響 はほとんどないことが

確 認 されました。 
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（４）陸 生 生 物  

１）動 物  

重 要 な昆 虫 類 であるオオカワト

ンボ、シオヤトンボ、ヒョウモンチョ

ウ等 の生 息 が、調 査 時 と同 様 に

確 認 されました。 

また、植 生 変 化 や、美 付 川 の

水 辺 環 境 にもほとんど変 化 がな

い こ と か ら 、 生 息 環 境 に 変 化 は

ないものと推 察 されました。 

このように、準 備 工 事 エリア周

辺 で保 全 対 象 種 の生 息 状 況 や

その生 息 環 境 が良 好 に保 たれていることは、今 後 、環 境 保 全 措 置 の一

環 としてビオトープづくりを進 めていくためにも、重 要 なことと考 えており

ます。 

 

 

２）植 物  

事 前 の調 査 で、工 事 エリア内

に生 育 が確 認 されたノダイオウ、

ミチノクサイシン、ノウルシ、オオ

ニ ガ ナ 、 エ ビ ネ の ５ 種 の 重 要 な

植 物 に つ い て は 、 工 事 実 施 に

先 立 ち、平 成 19 年 秋 に生 育 適

地 へ 移 植 し 、 生 育 状 況 は 概 ね

良 好 でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）生 態 系  

周 辺 を踏 査 したところ、動 物 の生 息 基 盤 となる植 生 の変 化 がなかった

ことから、生 態 系 への影 響 はほとんどないものと推 察 されました。 

ノウルシの開 花 ・結 実 状 況  

周 辺 地 域 で確 認 されたシオヤトンボ  
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１． ミズナラ林 の復 元  

現 地 においてミズナラなどの種 子 を工 事 着 手 前 に採 取 し、林 の復 元 に

向 けて、苗 木 を育 てています。現 在 のところ苗 木 は順 調 に生 育 しておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育 苗 中 のミズナラの苗 木 （東 京 立 川 にて）  
（２年 目 の状 況 ）  

その他の環境保全への取り組み

種 子 採 取  
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池 の整 備 状 況  

オオルリボシヤンマ（産 卵 中 ）  

マイコアカネ（重 要 な昆 虫 類 ）  

渡 りの途 中 やって来 たアカエリヒレアシシギ  

２． ビオトープの整 備  

平 成 20 年 夏 にビオトープ整

備 に 向 け て 、 現 地 の 水 み ち を

活 か し た 小 さ な 池 を つ く り ま し

た。 

整 備 されたビオトープエリア

では秋 までに、重 要 な昆 虫 類

（シオヤトンボ、マイコアカネ、ゲ

ン ゴ ロ ウ）、カモ シ カ 、オ オ ジ シ

ギなどが確 認 されました。 

今 後 はより好 適 な環 境 となる

よう順 応 的 に整 備 を進 めていき

たいと考 えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


